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本 稿 は 、 ロバ ー ト ・A・ ダ ール の 理論 形 成 過 程 を、 初 期 ダ ー ル の 歩 み に 焦 点 を絞 りな が ら、

明 らか に し よ う とす る試 み で あ る。 経験 的 民 主 主 義 理 論 の第 一 人 者 ダ ール に つ い て は、 い まだ

に本 格 的 な思 想 研 究 が 存 在 しな い。 と りわ け、 ポ リア ー キ ー 論 導 入 以 前 の ダ ー ル の 議論 は 、 紹

介 す ら、 ほ とん どな され て い な い。 それ ゆ え、 本 稿 は、 初期 ダ ー ル に特 に 焦点 を合 わせ 、 彼 の

学 問的 出発 点 か ら、 ポ リア ー キ ー 論 が導 入 され る まで を、 跡 づ け て い く。

ダ ー ル はか つ て 、 現 状維 持 的 な保 守 的理 論家 で あ る と、 しば しば 見 傲 され て き た。 しか し、

1970年 代 以 降 、 ダ ー ル の左 傾 化 が 指 摘 され るよ う にな り、 ダ ー ル は、 そ の立 場 を、 現 状 維 持 か

ら現 状 批 判 へ と変 更 した、 と言 わ れ 始 め る。 と こ ろが 、1980年 代 後 半 にな り、 ダ ー ル は か つ て

社 会 主 義 者 で あ った 、 とい う ことが 、 明 らか に な っ た。 社 会 主 義者 ダー ル 、 現 状 維 持 的 な ダー

ル 、 現 状 批 判 的 な ダ ー ル とい う、 三 っ の異 な る ダ ール 像 が、 出現 した わ け で あ る。 これ ら三 つ

のダ ー ル 像 を整 合 的 に解 釈 す る作 業 は、 ダ ー ル を研 究 す る者 の これ か らの重 要 な 課 題 と な っ て

い る。 こ の作 業 は、 経験 的 民主 主 義 理 論 を これ ま で牽 引 して き た ダー ル の学 問 上 の地 位 の 高 さ

か らす れ ば 、 民 主 主 義 理論 一般 に と って も、 大 い な る成 果 を も た らす で あ ろ う。

そ の た め には 、 まず 、 ダー ル の社 会 主 義 論 を詳 し く検 討 し、 そ の 上で 、 そ の社 会 主 義 論 が 、
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の ち のダ ー ル の 議 論 と どの よ うな 関係 に あ る のか を、 明 らか に しな けれ ば な らな い。 本 稿 が 、

初 期 ダ ー ル に、焦 点 を合 わ せ る理 由 は、そ こに あ る。 ただ し、本 稿 にお い て と りあ げ る著 作 は、

いず れ も そ の 内 容 が 、 ほ とん ど知 られ て いな い(し か も 一 つ は 、 未 公 刊 で あ る)。 そ れ ゆ え、

そ れ ぞ れ の著 作 の 内容 を ひ ととお り紹 介 す る、 と い う作 業 が 、 不 可 欠 で あ ろ う。 本稿 は 、 そ う

した 紹 介 の 中 か ら、 ダ ール が そ れ ぞ れ の著 作 にお いて 立 ち 向 か った 課題 の 関 連 を、 明 らか に し

た い。

よ り具 体 的 に は、 まず 第 一 章 にお いて 、 ダ ー ル の学 問的 出 発 点 で あ る 博 士 論文 『社 会 主 義 プ

ログ ラム と 民 主 政 治』(未 公 刊)を 、 と りあげ る。 この 論 文 は 、 社 会 主 義 者 ダ ー ル が 著 した 民

主 的 な 社 会 主義 の構 想 で あ る。 ダ ー ル は 、 博 士 号 取 得 後 は 、 実 践 の 世 界 に 飛 び込 む が 、 戦 後 ふ

た た び 学 問 の世 界 に復 帰 す る。 第 二 章 は、 ダ ー ル の 戦 後 最 初 の 業績 、 『議 会 と外 交 政 策 』 を検

討 す る。 この作 業 を通 じて 、 我 々 は 、 合 州 国 政 治 に対 す るダ ー ル の厳 しい評 価 を、 あ き らか に

す る で あ ろ う。 第 三 章 は、 外 交 政 策 研 究 と 同時 並 行 的 に行 わ れ た 「計画 」 研 究 を、 採 りあ つか

う。 この研 究 は、 同僚 リン ドブ ロム との 数 年 に わ た る研 究 で あ り、 や が て 『政 治 学 ・経 済 学 ・

厚 生』に結 実 す る。 第 四 章 は 、この 著 作 にお い て 初 め て 示 され た ポ リアー キ ー 論 を、再 論 す る。

最 後 に、 第 五 章 にお いて は 、 初 期 ダ ー ル を越 え た検 討 の た め の 布石 と して、 ダー ル 理 論 の根 底

に一 貫 して 流 れ る人 間 観 を明 らか に し、 本 稿 の 議 論 の ま とめ にす る。

第 一 章 ダ ール の 学 問 的 出発 点

ダー ル は、1915年 、 ア イ オ ワ州 に生 まれ る。 祖 父 は 、 ノル ウ ェー か らの移 民 で あ っ た。 祖 父

も父 も、 ポ ピ ュ リズ ム の影 響 を 強 く受 け て い た。 ダ ー ル は、 ア ラス カ州 の小 さ く貧 しい 町 にお

いて 、 少 年 時 代 を過 ごす。 ダ ー ル の 育 っ た 環境 は、 ダ ー ル の 政 治へ の 関心 をか き立 て た。 ダ ー

ル は、ワ シ ン トン大 学 を卒 業後 、イ ェ ー ル大 学 大 学 院 に お い て 政治 学 を専 攻 す る。そ の傍 らダー

ル は、 全 国労 働 関 係 委 員 会 のス タ ッフ と して も活 動 す る。 「あ らゆ る種 類 の ラデ ィカ ル ズ 」 が

結 集 した この 機 関 に お いて 、 ダ ー ル は、 右 派 社 会 党 員 の影 響 を受 け 、社 会 党 に も入 党 す る。

ダ ー ル は 、 社 会 主 義 者 にな っ た。

社 会 主 義 者 ダ ー ル は、 社 会 主 義 と民主 制 との 関係 を、 博 士 論 文 にお いて と りあげ る。 ダ ー ル

の言 う社 会 主 義 とは 、 端 的 に言 えば 、 産 業 の社 会 化(統 治 機 構 に よ る産 業 の所 有 ・制 御)で あ

る。 ダ ー ル は 、 社 会 化 され た産 業 を いか に 民 主 的 か つ効 率 的 に運 用 で き るか 、 と い う 問題 に焦

点 を合 わ せ る。

ダ ー ル に よ れば 、 社 会 主 義 が 民 主 的 で あ るた め に は、 「四 つ の 制 御 シス テ ム」 と 「制 限 され

た 社 会 主 義 」 と が、 不 可 欠 で あ る。 「四 つ の 制 御 シス テ ム」 と は、 「伝 統 的 立 法 府」(議 会)、

「社 会 化 され た産 業 の理 事 会 へ の利 益 集 団代 表 」、 「市 場 」、 「投 資 に対 す る制 御 」 で あ る。

「伝 統 的 立 法府 」 は、 政 党 を通 じて 、多 元 的社 会 の 内部 に 存在 す る多 様 な利 害 を集 約 し、 「最

終 的 政 策 決 定体 」 と して、 基 本 的 な政 策 を審 議 し、 決 定 す る。 政 策 を実 行 に移 す の は 行 政 官 で

あ るが 、 政 策 が 民 主 的 で あ るた め に は、 立 法 府 が 行 政 を監 督 しな けれ ば な らな い 。 こ の監 督 が

有 効 で あ るた め に は、 議 会 の能 力 の 向上 と、 議 会 の仕 事 量 の削 減 とが 、 な され な け れ ば な らな

い。

ダ ー ル は、 仕 事:量 削減 の 方 に議 論 を集 中す る。 そ の方 法 は、 「産 業 の 理 事 会 」 に 日常 的 な 経

営 を委 ね る こ と、 「制限 され た 社 会 主 義 」 で あ る。 「制 限 さ れ た社 会 主 義 」 とは 、 社 会 化 の範 囲

を限 定 し、 私 有 部 分 を残 す 、 と い う ことで あ る。
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「市 場 」 の 利 用 も、 議 会 の仕 事 量 を減 らす 。 ダ ー ル は、 オ ス カ ー ・ラ ンゲ の 市 場 社 会 主 義 論

に依 拠 して 、 社 会 主義 に お いて も市 場 の利 用 が 可 能 で あ り、 しか も、 効 率 的 な経 済 運 営 が 可 能

で あ る、 と主 張 す る。 市 場 を利 用 した 結 果 生 じる 「生産 の無 政府 性 」 を排 除す る た め、 中央 の

「投 資 当 局 」 が 、 無駄 な投 資 や 相 矛 盾 す る投 資 を制 限す る。

ダ ー ル の 描 く こ う し た社 会 主 義 は、 ス タ ー リ ン体 制 下 の ソ 連 型 社 会 主 義 とは 全 く異 な る。

ダ ー ル は 、 ス タ ー リ ン支 配 下 の社 会 主 義 を批 判 し、 レー ニ ン の推 進 した ネ ップ を 「民主 的 な社

会 主 義 へ と進 む 顕著 な一 歩 」 と評 価 す る。 ただ し、 ダー ル は、 レー ニ ン の導 入 し た 「一 党 制 国

家 」 が、 ス タ ー リ ン主 義 を呼 び 込 ん だ と して 、 レー ニ ンを批 判 す る。

ダ ー ル は ソ 連 の経 験 か ら、 「政 治 的 民 主 主 義 を 欠 く社 会 主 義 は 、 自 由の 保 障 に は成 らな い」

とい う結 論 を導 き 出 し、 議 会 と、 そ れ を有 効 に機 能 させ るた め の政 党 シス テ ム が 、 民 主 的 な 社

会 主義 にお い て、 不 可 欠 で あ る と、 強 調 す る。

以 上 の よ う な博 士 論 文 を執 筆 した ダ ー ル は 、 や が て ア メ リカ 社 会 党 を離 党 す る。 そ の 直 接 の

き っか け は、 第 二 次 世 界 大 戦 に際 して の 、 社 会 党 の 外 交 政 策 に あ った 。 社 会 党 は 平 和 主 義 を唱

え、 第 二 次 大 戦 へ の参 戦 に反 対 して い た。 ダ ー ル は フ ラ ンス 陥 落 以 後 、 参 戦 論 に転 じ、 社 会 党

とた も とを分 か つ こと にな る。

博 士 号 取 得 後 、P民主 的 な 社 会 主 義 へ の 理 想 に 燃 え るダ ー ル は 、 学 者 にな る 道 を選 ばず 、 実 践

の世 界 に飛 び 込 む 。 ダ ー ル は、 最 初 、 農 務 省 に入 り、 つ い で 戦 時 生産 機 関 に 勤務 し戦 時経 済 計

画 の実 践 に携 わ る。 の ち に従 軍 して 欧州 に赴 く。 死 と隣 り合 わ せ の 危 険 な任 務 を通 じて、 ダ ー

ル は 学 問 の 世 界 に進 む こ とを決 意 す る。

第 二 章 民 主 制 と外 交 政 策

ダ ー ル は 、 母 校 イ ェー ル大 学 に復 帰す る。 ダー ル の復 帰 した 当 時、 イ ェー ル 大 学 は、 行 動 論

政 治 学 の 牙 城 で あ っ た 。 ロー ・ス ク ール に は ラ ス ウ ェル 、 政治 学科 にはV・ ○ ・キー を擁 し、

さ らに、 学 際 的 な 比較 政治 学 研 究 を 目指 す 「国 際研 究 所 」 が、 置 か れ て い た。 そ う した研 究 環

境 に あ っ て、 ダー ル は、 合 州 国 の外 交 政 策 決 定 過 程 の研 究 に取 り組 む。 の ち に民 主 主 義 理 論 家

と して 知 られ る 人物 に ふ さわ しく、 ダ ー ル は、 外 交 政 策 も、 民 主 制 との関 連 か ら考 察 す る。

ダ ー ル は 、 冷 戦 初 期 とい う緊 迫 した 雰 囲 気 が 、 「指 導 者 」 の 出 現 に適 合 的 で あ る と して 、 警

告 を発 す る。 す な わ ち、 ダー ル は 、 外 交 政 策 の決 定 か ら議 会 の 関与 を排 除 し、 大 統 領 に優 越 的

権 限 を与 え よ う とす る議 論(「 大 統 領 優 越 」 論)に 、 反 対 す る。 ダ ー ル に よ れ ば 、 そ れ は 、 一

種 の 人 民 投 票 的独 裁 で あ る。 ダ ー ル は、 人 民投 票 的独 裁 を 回避 す る た め、 さ ま ざ まな 改 革 を提

唱 す る。

ダ ール が示 す 改革 案 は、 議 会 が 執 行 部(大 統 領)の 政 策 を有 効 に監 督 し制 御 出 来 るよ う にす

る た め の も の で あ る。 そ のた め には 、議 会 の仕 事 量 の 削 減 と、議 会 の能 力 向 上 が 不 可 欠 で あ る、

とダー ル は主 張 す る。 この二 つ は 、 す な わ ち 、 ダ ー ル が 博 士 論 文 にお いて 取 り組 ん だ 課 題 で あ

る。 ダー ル は、 博 士 論 文 以 来 の課 題 を、 実 際 の 合 州 国 政 治 に即 しな が ら、 しか も、 外 交 政 策 と

い う最 も 民 主 的 制御 に な じみ に くい 主 題 につ い て 、 追 求 す る。

ダ ール は、 議 会 の能 力 向上 のた め 、 情 報 を確 保 す るた め の方 策 や 、 委 員 会 の 専 門 ス タ ッ フ の

充 実 な どを挙 げ る。

他 方 、 ダ ール は、 議 会 の仕 事 量 を増 や して い る原 因 を、 第 一 に、 執 行 部 が 議 会 の 信任 に基 づ

い て いな い こ とに見 いだ す 。 執行 部 は、 議 会 の 信 任 に基 づ いて いな いた め 、 議会 は、 政 策 の細
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部 まで 、 制御 しよ う とす る 。第 二 に 、 ダ ー ル は 、 規 律 の 弱 い 合 州 国 型 の 「無 責任 な」 政 党 が、

議 会 の仕 事 量 を増 や して い る、と言 う。 議 会 内 政 党 は 、個 々 の 議 員 の緩 や か な連 合 体 に 過 ぎず 、

個 々 の議 員 は、 地 元 選 挙 区 へ の 利 益 誘 導 に明 け 暮 れ る。 全 国 的 に統 一性 の な い政 党 は、 議 会 に

お い て 「パ ッチ ワー ク のよ うな 妥 協 」 を く り返 し、 諸 政 策 間 の 整 合性 を損 な い、 政 策 の 合 理性

を も妨 げ て い る。

これ に対 処 す るた め 、 ダ ー ル は 、 まず 第 一 に 、 政 党 が 、規 律 の あ る 「責任 政 党 」 に な る こ と

を 要 求 す る 。 第 二 に、 ダ ー ル に よれ ば 、 執 行 部 を、 議 会 の 信 任 に基 づ く もの にす るた め、 「責

任 政 党 に よ る統 治 」 が 必 要 で あ る。 ダ ー ル によ れ ば、 まず 、 政 党 の 中 に党 中央 委 員 会 が 設 置 さ

れ る。 そ れ は 、 議 会 内 の政 党 指 導 者 と大統 領 ・閣 僚 か ら構 成 さ れ る 「議 会 一執 行 部 チ ー ム 」 で

あ る。 このチ ー ム は 、 政 策 を提 案 し、 年 次 な い し二 年 に一 回 の 党 大 会 にお け る承 認 を条 件 と し

て、 党 の 戦略 を決 定 す る。 こ う して 決 定 され た 戦 略 が 、 政 党 の プ ログ ラム と して、 有 権 者 の 前

に 提示 され る。

第 三 章 民 主 制 と市 場

ダ ール は 、 『議 会 と外 交 政 策 』 にお い て 、 博 士 論 文 以 来 の 課 題 で あ る議 会 改 革 につ い て、 議

論 を 展 開 した 。 そ の結 論 が 、 「責 任 政 党 に よ る統 治 」 で あ っ た。 他 方 、 ダ ー ル は、 博 士 論 文 の

主 題 で あ った 経 済 そ の もの へ の関 心 も、 持 ち続 け て い た。 ダ ー ル は、 『議 会 と外 交 政 策 』 の 執

筆 と同時 並 行 して 、 経 済 学 科 の リ ン ドブ ロム と と も に 「計 画 」 につ い て、 共 同研 究 を続 け る。

そ の成 果 が 『政 治 学 ・経 済 学 ・厚 生 』 で あ る。

ダー ル の言 う 「計 画」 とは、 非 常 に広 い概 念 で あ る。 「計 画 」 とは 、 「あ る 目標 を達 成 す る た

め の、 合 理 的 に計 算 さ れ た行 為 の 試 み」 と定 義 され 、 「経 済 計 画 」 は 、 「稀 少資 源 の利 用 に 際 し

て の、 合 理 的 計 算 と制 御 の 試 み」 と定 義 され る 。 ダ ー ル は、 資 本 主 義 か社 会 主義 か 、 とい う単

純 な二 分 法 を乗 り越 え るた め に、 経 済 計 画 とい う言 葉 の 意 味 転 換 を 図 る。 ダ ール に とっ て 重 要

な こと は、 さ まざ まな 社 会 的 な技 術 を動 員 して 、 社 会 的 諸 目標 を達 成 す る こ とで あ る。

ダ ール は、まず 、追究 す べ き 目標 を設 定 す る。 そ の 目標 とは、 「自由」、 「合 理 性 」、 「民 主 制 」、

「主観 的 平等 」、 「安 全 」、 「進 歩 」、 「包 摂」 で あ っ た 。 これ らの 目標 の 達成 を 最大 化 す る た め の

過程 が、「四 つ の 中心 的 な社 会 政 治 過 程 」で あ る。 す な わ ち 、「価 格 シ ステ ム 」、「ヒエ ラル ヒー 」、

「ポ リア ーキ ー 」、 「交 渉 」 で あ る。

ヒエ ラル ヒー とは 、 官 僚 制 に典 型 的 に見 られ る よ うな 指 導 者 が 非 指 導者 を 制御 す る過 程 で あ

る。 ポ リア ー キ ー とは 、(追 求 す べ き 目標 と して 設 定 さ れ た)「 民 主 制」(=永 遠 に達 成 さ れ な

い理 想 的 民主 制)に 接 近 す る た め の 過程 で あっ て 、現 実 に存 在 す る 民 主 的 諸 制度 の こ とで あ る。

ポ リアー キー にお いて は 、 非 指 導 者 が 指 導 者 を制 御 す る過程 が 見 い だ され る。 交 渉 は、 議 会 内

部 や利 益 集 団 間 の交 渉 、 労 使 交 渉 な ど、 指 導 者 間 の制 御 で あ る。 価 格 シス テ ム には 、 以 上 の制

御 関係 の す べ てが 見 い だ され る。

価 格 シ ス テ ム は、 こ の うち 、 経 済 活 動 に も っ と も専 門 化 した 過 程 で あ る が 、 専 門 化 して い る

が 故 に、 汎用 性 に欠 け る。 と りわ け 、 所 得 格 差 に まっ わ る問 題 に関 して、 価 格 シ ス テ ム は 、 そ

の 欠 陥 を 露呈 す る。 そ れ ゆえ 、価 格 シス テ ム は 、 さ まざ まな 補 足 的 制御 手 段 と組 み 合 わ せ て 用

い られ る。 あ る いは 、 価 格 シス テ ム が ま った く利 用 で きな い 場 合 もあ る。

ダー ル に よれ ば 、 ど の領 域 に、 どれ ほ ど価 格 シス テ ム を利 用 す るの か は 、 社 会 的 な 諸 目標 を

どれ ほ ど達 成 で き るか にか か って お り、 最 終 的 にそ れ を決 す る のは 、 ポ リア ー キ ー で あ る 。
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第 四 章 ポ リア ー キ ー論 の 形 成

第 四 章 に お い て は、 ポ リアー キ ー 論 を ふ た た び 取 り上 げ る。 ポ リアー キ ー は 、 ダ ー ル 理 論 の

代 名詞 とな っ て い る。 この 概 念 は、 前 章 に検 討 した 『政 治 学 ・経 済 学 ・厚 生』 に お いて、 初 め

て 導 入 され る。 理 想 と して の 民 主 制(「 民 主 制 」)と 現 実 の 民 主 制(「 ポ リア ー キ ー)と を 区 別

した こ とは、 経験 的理 論 家 ダ ー ル の 面 目躍 如 た る と こ ろで あ る。 これ 以 後 ダ ー ル は 、 ポ リア ー

キ ー概 念 を彫 琢 して い くと と も に、そ れ を 用 いて 比 較 政 治 学 研 究 に向 か う。 さ ら には 、ポ リア ー

キ ー の さ らな る 民主 化 の道 を も模 索 す る こ とに な る 。 ポ リア ー キ ー 論 の 導入 は、 初 期 ダ ー ル の

到達 点 で あ り、 ダー ル 理 論 の本 格 的 展 開 の 出 発 点 と して の意 義 を も って い る。

『政 治 学 ・経 済 学 ・厚 生 』 に お いて 、 ポ リア ー キ ー とは、 非 指 導 者 に よ る 指 導 者 の制 御 で あ

る と定義 され た。 大 規 模 か つ 複 雑 で 分 業 の 進 展 した 社 会 にお いて 、 非 指 導 者 が 指 導 者 を制御 す

る こ とは、 容 易 な らざ る こ とで あ る。 ダ ー ル に よ れ ば 、 こ う した 社 会 にお い て ポ リアー キ ー が

存在 す る た め に は、 「二 つ の鍵 とな る条 件 」 が 必 要 とされ る。 第 一 は、 指 導 者 間 の 「競 争 政 治 」

で あ り、 も う一 つ は、 非 指 導 者 が 、 指 導 者 へ の 支 持 を撤 回 し、 別 の 指 導 者 を 支 持 す る とい う、

「支持 を切 り替 え る機 会 」 で あ る。 ダ ー ル は この 二 つ を、 従 来 は 、 民 主 制 の 特徴 と して描 い て

い たが 、 い まや ポ リアー キ ー の 「鍵 とな る 条 件」 と して 、 規 定 す る に至 る。

よ り具 体 的 に は、 ポ リア ー キ ー とは 、 次 の よ うな 特 徴 を持 つ 組 織 に見 い だ さ れ る。

(1)当 該 組 織 の ほ とん どの 成 人 が、 選 挙 にお い て 投 票 す る機 会 を有 して お り、 そ の 投票 行 為

や 指 導 者 間 の選 択 に対 して 、 顕著 な 報酬 や 罰 則 が 直 接 与 え られ な い。

(2)選 挙 の 際、 そ れ ぞ れ の 成 員 の票 は、 ほぼ 同 じ重 み を持 つ。

(3)組 織 の政 策 を形 成 す る際、 選 挙 さ れ な い公 職 が 、 選 挙 され る 公 職 に従 属 す る。

(4)よ り多 くの投 票 者 が 、 現職 指導 者 にで は な く別 の指 導 者 に票 を投 じた とき、 現 職 指 導 者

は、 必 ず 、 平 和 的 か つ 比較 的速 や か に、 別 の 指 導 者 に と って か わ られ る。 そ の意 味 に お い

て 、 選 挙 され る指 導 者 は、 非 指導 者 に従 属 す る 。

(5)組 織 内 の成 人 が 、 い くつ か の代 替 的 な 情報 源 を 利 用 で き る 。 そ の 中 に は、 統 治 指 導 者 が

実 効 的か つ 一 方 向 的 に制御 して い な い 情 報 源 を含 む 。

(6)こ れ ら[1か ら5]の 規 則 を受 容 す る組 織 成 員 は、 対 抗 的 な政 策 ・候 補 者 の、 直接 的 な 、

あ る い は代 理 を通 じて の 提 出機 会 を有 し、 そ の 提 出 によ っ て 厳 しい 罰則 を被 らな い。

こう した組 織 が 存 在 す る た め に は、 前 に 述 べ た 「鍵 とな る条 件 」 が 不 可 欠 で あ る とされ る。

た だ し、 この 鍵 と な る条 件 は 「真 空 中 に存 在 して い るわ け で は な い」。 ダ ー ル は、 さ らに、 ポ

リアー キー の 「前提 条 件 」(=社 会 的 ・経 済 的 条 件)を 定 式 化 しよ う と努 め る。

第 一 に、 ポ リア ー キ ー は 、 「ポ リアー キ ー の 過 程 と、 民 主 制 の望 ま しさ に つ い て の、 社 会 的

な 教 化 お よび 慣 習 化 を、 必 要 とす る」。 第 二 に、 ポ リア ー キ ー は、 基 本 的な 政 策 につ いて の 合

意 を必 要 とす る。 第 三 に、 ポ リア ー キ ー は 、 十 分 な 数 の市 民 が 統 治 過 程 に参 加 す る こ とを、 必

要 とす る。 第 四 に、ポ リアー キ ー は、社 会 的 多元 主 義 を必 要 とす る。 第五 に、ポ リア ー キ ー は、

適 切 な 速 度 の 「エ リー トの循 環」 を必 要 とす る。 これ らの 諸 条 件 は、 さ らに 、 「か な りの程 度

の 心理 的安 定 」、 「富 と所 得 の 格 差 が 限 られ て い る こ と」、 「教 育 」 を必 要 とす る。

この うち最 も よ く知 られ て いる の は 、 社 会 的 多 元 主 義 で あ る。 ダ ー ル の 民 主 主 義 理 論 が、 多

元 的 民 主 主 義 理 論 と呼ば れ る 所 以 で あ る。 社 会 的 多元 主 義 と は、 「相 互 に大 幅 な 自治 を有 す る

社 会 的組 織 の多 様 性 」 で あ る。 そ れ は、 競 争 政 治 を促 進 し、 統 治 機 構 か ら個 人 を 守 る 防波 堤 と

な り、 中庸 と妥 協 の精 神 を生 み だ し、 統 治 機構 の 制 御 下 にな い情 報 源 を用 意す る。
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しか しな が ら、 多 元 主 義 は、 多 く の 論 者 に よ っ て、 しば しば 批 判 され て き た。 た と えば 、

ロー ウ ィ によれ ば 、 多 元 主 義 とは 、 利 益 集 団間 の競 争 に よ って 自動 的 に公 益 が もた ら され る と

す る 、 イデ オ ロギ ー で あ る。 実 際 には 、 少 数 派 の私 的 利 益 に のみ 特権 を与 え る体 制 が 存 在 して

お り、多元 主 義 は、そ れ を隠 蔽 す る と い う ので あ る。 ロー ウ ィ に よれ ば、ダ ー ル の 多 元 主 義 も、

そ う した 「完 全 に 自己規 制 的 な 多 元 主 義 社 会 の理 論 」 に依 拠 して い る。

しか し、 す で に見 た よ う に、 ダ ー ル には 、 責 任 政 党 論 が 存 在 す る。 ダ ー ル は 、 少 数 派 の 特 殊

利 益 が 貫 徹 して い る 状況 に対 して 、 厳 し い批 判 の 目を向 けて いた 。 この 状 況 を乗 り越 え るた め

にダ ー ル が 提案 した もの こそ 、 「責 任 政 党 に よ る統 治 」 で あ っ た。

しか し、 責任 政 党 論 の存 在 を指 摘 した だ けで は 、 一 っ の 問題 が 未 解 決 の ま ま取 り残 され る。

す な わ ち 、多 元 性 を要 求 す る多 元 主 義 と、 統 一 性 を要 求 す る責 任 政 党 論 との 関 係如 何 、 とい う

問 題 で あ る。

ダ ー ル に よれ ば 、 社 会 的 多 元 主 義 とは 、 「社 会 的 な 抑 制 ・均衡 」 で あ って 、 これ を 「立 憲 的

な 抑 制 ・均 衡 」(=厳 格 な 三 権 分 立)と 混 同 して は な らな い 、 と言 う。 『政治 学 ・経 済 学 ・厚 生 』

の ダ ー ル は、合州 国政 治 の著 しい多 元 性 にた い して 、きわ め て 批 判 的 で あ る。 この 立 場 は 、『議

会 と外 交 政策 』 に お け る立 場 と一 致 す る。 政 治 にお け る著 し い多 元 性 は 、 強 固 な 少 数 派 が 拒 否

権 を握 り、 福 祉 国 家 の 時代 に必 要 な 積 極 的 施 策 を妨 害 す る。 しか も、 少 数 派 の取 引 ・・妥 協 の結

果、 互 い に矛 盾 す る諸 政策 が 生 み 出 され る。 した が って 、 ダ ー ル に よ れ ば 、 「この 国 の統 治 機

構 によ る 経済 政 策 は、 イ ギ リス や ス ウ ェー デ ン の も の よ りも、 混 沌 と し、 一 貫 性 を欠 き、 矛 盾

に満 ち て い る」。

これ に対す る処 方 箋 は、r政 治 学 ・経済 学 ・厚 生』 にお いて も、 「責 任 政 党 によ る統 治 」 で あ

る。 多 元 主 義 者 ダ ー ル は、 社 会 の 多 元 性 を 主 張 した 。 そ れ と同 時 に、 「合 理 的 な 社 会 的 行 為 」

を行 うた め に統 治 の統 一性 が 必 要 で あ る こ とも主 張 した。 ポ リアー キ ー に と って 不 可 欠 な 社 会

の 多 元 性 を、 統 治 の統 一 へ と転 換 す る もの は 、 ダ ー ル に よ れ ば 、 「立 法 府 に現 れ る 以 前 に」 利

害 調 整 をは か る 政 党 で あ っ た。

多 元 主 義、 責任 政党 、 合 理 的 な 社 会 的 行 為 の 関係 如 何 と い う 問題 は 、 これ まで の ダ ー ル 研 究

にお い て は十 分 に論 じ られ て こな か った 点 で あ る。 我 々 は、 今 後 、 初 期 ダ ー ル 以 降 、 こ の論 点

につ い て ダ ー ル が ど う考 えて い た のか を、 確 認 して いか な けれ ば な らな い。

しか しな が ら、 そ れ は、 初 期 ダー ル の検 討 と い う本 稿 を越 え る課 題 で あ り、 別 稿 に譲 らな け

れ ば な らな い。 本 稿 は、 初 期 ダ ー ル を越 え た検 討 を進 め る 際 の布 石 と して 、 ダ ー ル 理 論 の根 底

に一 貫 して 流 れ て い る 人 間観 を 明 らか に し1本 稿 の議 論 の ま とめ と した い。

第 五 章 ポ リア ー キ ー にお け る 人 間

あ る論 者 の 理解 に 際 して 、そ の論 者 の 人 間観 を 明 らか にす る こ とは、非 常 に有 益 で あ る。我 々

は 、 ダ ー ル の 人 間 観 を明 らか にす る作 業 に 向 か う こ とに しよ う。

と りあげ る 素 材 は 、 ダ ー ル の黒 人 問 題 に 関す る 言 及 で あ る。 『政治 学 ・経 済 学 ・厚 生』 にお

いて 、ダ ー ル は 、合 州 国 南 部 が ポ リア ー キ ー に な っ て い な い、 とい う認 識 を示 す 。 この認 識 は、

の ち のダ ー ル に 引 き継 が れ、 『合 州 国 に お け る 民 主 制』(1972年)に お い て は、 南 部 は、 黒 人 に

とって の 「ヘ ゲ モ ニ ー」 で あ る、 と い う見 解 が 提 示 され る。 ヘ ゲ モ ニ ー とは 、 『ポ リア ー キ ー』

(1971年)に お いて 用 い られ る用 語 で あ り、 自 由化 の程 度 と包 摂 の程 度 が 低 い体 制 の こ と を指

す(両 方 と も高度 にあ る も のが ポ リア ー キ ー で あ る)。 ダ ー ル は、 南 部 が こ う した 状 態 に あ る
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原 因 を、 南 部 再 建 期 の土 地 改 革 によ って 、 「独 立 自営 農 民」 を 創 出 で きな か っ た点 に 見 いだ し

て い る。 さ ら にそ の原 因 は、 南 部 と北 部 の妥 協(ヘ イ ズ=テ ィル デ ィ ン の妥 協)に あ った 。

もち ろ んダ ー ル は、 妥 協 一 般 を否 定 す る わ け で は な い。 「責 任 倫 理 」 の 立 場 に 立 て ば 、 妥 協

を拒 否す る こ とは、 政 治 指 導 者 に と って 許 され ざ る 「贅 沢 」 で あ る。 す で に指 摘 した よ う に、

ダ ー ル は 複 数 の 目標 を 設 定 す る(第 三 章)。 ダ ー ル が 責 任 倫 理 に立 つ のは 、 そ の論 理 的 帰 結 で

あ る。 しか し、 ダ ー ル に よれ ば 、 南 北 戦 争 後 の 「恥 ず べ き妥 協 」 は、 「あ らゆ る文 明 国 の こん

に ち の規 準 か ら見 て 」 「不 正 義 」 で あ っ た 。

ダー ル の見 る と ころ、 こ の南 部 の 状 況 の 変 化 を阻 止 して きた の は、 南 部 民 主 党 で あ った 。 南

部 民主 党 は、 合 州 国 政 治 の多 元性 を 利 用 し、公 民 権 立 法 に抵 抗 を続 けた。 これ を うち 破 っ た 力

は、 ダ ー ル に よれ ば 、 公 民権 運 動 で あ っ た。 リベ ラル な 政 治 家 は 、 公 民権 運 動 の 力 を背後 に受

け、共 和 党 との妥 協 点 を模 索 しな が ら、最 終 的 に 南 部 民 主 党 の力 を封 じ込 め、勝 利 を勝 ち 取 る。

ダ ー ル は 、 次 の よ う言 う。 「勝 利 の 日は 遠 いか も しれ な い。 あ る思 想 に つ いて は、 夜 明 け が

決 して こな いか も しれ な い。 … …[し か し]た とえ今 で な く と も、 少 な く とも い つ の 日か行 為

が 意 義 を もつ 、 とい う確 た る期 待 を も っ て諸 個 人 が行 為 しな い の で あ れば 、 我 々 が、 我 々 の 時

代 に 目撃 して い る変 化 も、 確 実 に起 こ らな か った で あ ろ う」。 現 状 の変 革 しが た い こ と を 十 分

に認 識 しつ つ 、 し か しな が ら、 ど こか に突 破 口を見 い だ そ う と して 苦 闘す る 人 間。 そ の さ い、

冷 静 な 比 較考 量=合 理 的 計算=「 責 任 倫 理 」 を忘 れ な い 人 間。 これ が、 ダ ー ル に よ って 、 か く

あ るべ し と考 え られ た 人 間像 で あ った 。

結 語

これ ま で 論 じ て き た こ とか らす で に 明 らか な よ う に、 ダ ー ル の 博 士 論 文 にお け る 問 題 関 心

は、 確 固 と して受 け継 が れ て い る。 と りわ け注 目す べ き も の は、 これ まで 検 討 して きた 著 作 に

通 底す る 発 想、 す な わ ち、 民主 的 な 制 御 と、 合 理 性 とを両 立 させ よ う とす る志 向で あ る。 ダー

ル は、 そ の学 問 的 出発 点 にお いて 、 民 主 的 な 社 会 主 義 の構 想 を示 した。 しか し、 ダ ー ル は 、 社

会 主義 が 単 に 民主 的で あ るば か りで は な く、 合 理 的 ・効 率 的 な 経 済 で あ る こ と を も、 求 め た。

そ の結 果 が、 市 場 の利 用 や 投 資 の 制御 で あ る。 ダ ー ル の外 交 政 策 論 も、 政 策 の民 主 的 制 御 と、

合 理 的 な 政策 形 成 とを、 両 立 させ よ う とす る試 み で あ っ た。

この 「両 立 」 志 向 は、 『政 治 学 ・経 済 学 ・厚 生 』 にお い て 、 最 も端 的 に 現 れ る。 ダ ー ル は、

目標 を複 数 設 定 し、 そ のす べ て の 最 大 化 をめ ざ す 。 複 数 の 目標 の均 衡 を図 る こ う した 志 向 の論

理 的帰 結 が 、 「責 任 倫 理 」 で あ る こ とは、 最 終 章 にお いて 、 す で に指 摘 した と ころ で あ る 。

ダ ー ル は 、 「責 任 倫 理 」 の立 場 に立 ち 、 変 革 しが た い 世 界 に あ っ て 、 合 理 的 な計 算(冷 静 な

比較 考 量)と さ まざ まな 制御 技術 と によ る 粘 り強 い改 革 を、 志 向す る。 よ り具 体 的 には 、 既 存

の さ ま ざ ま な 諸 制度(市 場 や 議 会 な ど)を 活 用 し つ つ 、 「自 由」、 「合 理 性」、 「主 観 的 平 等 」、

「民主 制 」、 「進 歩 」、 「安 全 」、 「包 摂 」 を 目指 す 、 とい う こ と にな る 。

こう した立 場 に立 つ ダ ー ル の 目に 、 改 革 の 大 き な 阻 害 要 因 と して 映 った もの こそ 、 合 州 国 政

治 の著 しい多 元 性 で あ った。 ダ ー ル は、 社 会 的 多 元 主 義 を、 制 御 しよ う とす る。 そ の答 え が 、

「責 任 政 党 に よ る統 治 」 で あ っ た。 多元 主 義者 ダ ー ル は 、 多 元 的 社 会 にお い て 合 理 的 か つ 民 主

的 政 策 を生 み 出す 前 提 と して、 政 治 的統 一 性 を 要 求 した。

我 々は 、 合 理 的 制 御 と民 主 的 制御 とを 両 立 さ せ よ う とす る ダ ー ル 、 とい う従 来 とは こ とな る

ダ ー ル 像 に た ど り着 い た。 そ の結 果 、 「分 割 統 治 」 に た い す るダ ー ル の 立 場、 とい う新 た な 問
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題 にた ど り着 いた。 それ に つ い て は、 の ち のダ ー ル の歩 み を検 討 す る際 の 課 題 で あ る。 そ の さ

い、 本 稿 にお いて 明 らか に したダ ー ル の思 想 や 発 想 法 は、 新 し いダ ー ル 像 へ と、 我 々 を導 く に

ちが いな い 。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本 論 文 は 、現 代 ア メ リカ を代 表 す る民 主 主 義 の理 論 家 ロバ ー ト ・ダ ー ル を と りあ げ 、研 究 史

上 まっ た く検 討 され て こな か った 初 期 ダ ー ル の 理 論 形 成 過 程 を解 明 した もの で あ る。 従 来 ダー

ル は、 現 状 維 持 的な 保 守 的 理 論 家 で あ り、 エ リー ト主 義 者 で あ る と理解 され て き た。 しか し本

論 文 は、この よ う なダ ー ル 像 を塗 り替 え 、現 状 批 判 的 な リベ ラル 左 派 の 民主 主義 理 論 家 と して、

ダ ール を描 き だす こと を企 図 して い る 。

そ の た め 本 論 文 の 「第 一 章 ダ ー ル の 学 問 的 出発 点 」で は 、 ダ ー ル の未 公 刊 の 口述 史 を利 用

しつ つ、 ダ ー ル の生 い立 ち が た ど られ る と と も に、 ダ ー ル の 学 問 的 出 発点 に立 つ未 公 刊 の 博士

論文 『社 会 主 義 プ ログ ラム と民 主 政 治』 が 、 分 析 され る。 そ の 結 果 、第 一 に、 若 き ダー ル は ア

メ リカ社 会 党 員 と して 、 社 会 主 義 に コ ミ ッ トして い た こ と、 第 二 に、 ダー ル が求 め る社 会 主義

は、 ス タ ー リ ン体 制 下 の ソ連 型 社 会 主 義 で は な く、 オ ス カー ・ラ ンゲ 流 の市 場 を組 み 込 ん だ社

会 主 義 で あ る こ と、 第 三 に ダ ール は、 政 治 と経 済 との 民 主主 義 的 コ ン トロー ル の方 法 を具 体 的

に検 討 して いた こ と、 第 四 に、 そ の た め、 議 会 制 が不 可 欠 と考 え られ て いた こ と、 が 解 明 され

た 。

「第 二 章 民主 制 と外 交 政 策 」 で は 、 戦 後 イ ェ ー ル 大 学 に復 帰 した ダ ー ル の最 初 の公 刊 され

た 著 作 『議 会 と外 交 政 策』 が検 討 され る。 こ こで は、 まず 第 一 に、 秘 密 と迅 速 さが 要 求 され る

外 交 政 策 に、 いか に して 民 主主 義 的 コ ン トロー ル を貫 くか とい う課 題 が 、 ダ ー ル の 問題 関 心 で

あ った こ と、 そ の た め ダ ール は第 二 に、 大 統 領 に優 越 的権 限 を 与 え よ う とす る主 張 を、 一 種 の

人 民 投 票 的独 裁 だ と して批 判 して い る こと、 そ れ に代 わ って 第 三 にダ ー ル は 、 ア メ リカ 連 邦 議

会 の現 状 を鋭 く批 判 しっっ 、 議 会 改 革 と責 任 政 党 の確 立 とを追 究 して い る こ と、 が 明 らか に さ

れ て い る 。

「第三 章 民 主 制 と市 場 」は、 難 解 を も って 知 られ 、研 究 史 上検 討 され た こと のな い大 著r政

治 学 ・経 済 学 ・厚 生』 を分 析 した も ので あ る。 こ こで ダ ー ル は 、 初 期 以 来 の 関 心 で あ る 経 済 の

民 主 主 義 的 コ ン トロー ル とい う課 題 を追 求 す るた め に、 経 済 計 画 の あ り方 を 詳 細 に検 討 して い

る。 こ こで は、 あ りう る多 種 多 様 な コ ン トロー ル ・メ カニ ズ ム の組 み 合 わ せ が 考 慮 に入 れ られ

る と と もに、 市場 を媒 介 とす る価 格 シス テ ム の欠 陥 が 問題 と され る。 と くに 、 所 得 格 差 の 縮 小

とい う 目標 か らす れ ば 、市 場 シス テ ム は 大 きな 欠 陥 を も って お り、した が っ て価 格 シ ス テ ム は、

様 々な そ の他 の コ ン トロー ル 手 段 と組 あ わ せ て 用 い られ な け れ ば な らな い とい う。 著 者 は、 こ

の よ うな ダー ル の考 え 方 が 、 保 守 的 な 市 場 万 能 論 が 出 現 して い る こん に ち な お、 理 論 的 ・時 論

的有 効 性 を持 って い る と力 説 す る 。

以 上 の分 析 を踏 まえ て 、「第 四章 ポ リアー キ ー論 の形 成 」は、 ダ ー ル 民 主 主 義論 の代 名 詞 と

も な って い る「ポ リア ー キ ー 」概 念 が 『政 治 学 ・経 済 学 ・厚 生 』 にお い て初 め て登 場す る こ とに

着 目 しつ つ、 これ を 分析 した も ので あ る。 著 者 に よれ ば 、ダ ー ル は 、理 想 と して の民 主 制(「 民

主 制」)と 現 実 の 民 主 制(「 ポ リ アー キ ー 」)と を 峻別 し、 ポ リアー キ ー の さ らな る 民 主 化 を 明
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確 に追究す る概念道具 として、 ポ リアーキー概念 の操作 化に努めている。ダール によれば、ポ

リァーキー とは、 「非指導者 による指導 者の制御」 と定義 されて いる。 だが、大 規模かつ複雑

で分業 の進展 した社会 において、 非指導者 が指導 者を制御 する ζとは、容 易でな い。

著者 によれば、 そのため には、 「二つ の鍵 とな る条件」が必 要だ とダール は主 張 して いる。

そ の第一は、指導者間の 「競 争政治」で あ り、第二 に、 非指導者が別 の指導者 を支持す る とい

う 「支持 の切 り替え の機会」 であ る。 これが安 定的 に機能 す るた めには、 「社会 的多元主義」

が不可欠 である。 社会的多元主義 とは、 「相互 に大幅 な 自治を有す る社会組織 の多様性」 にほ

かな らな い。 これが競争政治 を促進 し、統治機構か ら個 人を守る防壁 とな り、 中庸 と妥協 の精

神 を生みだ し、 統治機構 の制御下 にな い情報源 を用意す る ことにな る。ダールが、多元的民主

主義論者 といわれるゆえんで あるという。

しか しなが ら多元主義は、多 くの論者 によって批判 され ている。た とえばセオ ドア・ロー ウィ

によれば、多元 主義 とは、利益集 団問の競争 によって 自動 的に公益が もた らされ るとす るイデ

オ ロギ ーである。それは、現実 には少数派 の私的利益 に特権 を与 える体制 を隠蔽す るた めに機

能 している とい う。 このような理解 にた いして著者は、ダールが、少数派 の特殊利益 の貫徹 と

い う現状に批判 の眼をむけ、 アメリカ政治 の一貫性 のな さを問題 として いる点 に注 目しっつ、

ダールの責任 政党による統合 という認識 を重視す る。そ うす る ことによって著者は、社会 の多

元 性を統 治の統 一性 に転換す るための責任政党 を追究 して いるダール には、 ローウ ィ流の批判

が妥当 しない と主張 して いる。

以上 のような議 論 を基礎づ けるた めに、 「第五 章 ポ リアーキー にお ける人間」 では、ダー

ル の政治 的人間像が析 出され る。そのため に著者は、ダール の黒人 問題理解 と、 と りわ け一九

六四年公民権法 制定過程分析 とに、光 をあてて いる。ダール によれば、合州国南部はポ リアー

キーではな く、黒 人に とってヘゲモニー体 制 とな って いる。 ヘゲモニー とは、 「自由 と包摂」

の程度 が低 い体 制を意 味す る。 このよ うな体制は、南部 民主党 と北部 との妥協 によ って もた ら

された。 とりわけ南部 民主党 は、合州国政治 の多元性 を利用 しつつ、公民権法立法 に抵抗 しつ

づけた。 これ を打破す る力は、公民権 運動 によ ってあた え られた。 リベ ラルな政治家は、公民

権 運動の力を背 に受 けつつ、共和党 との妥協 を探 り、最終的 に南部民主党の力 を封 じ込め るに

いたった。著者 は このようなダールの認識 をた ど りなが ら、ダールが、現状変革の困難 さを認

識 しつつ も、冷 静な合理的計算 と責任倫理 とを固持 し、 断じて くじけな い人間、 これ を変革の

担い手 として追究 しつづ けた とみて いる。

著 者は以 上の分析 を総括 して、 「結語」 において、 「合 理的制御」 と 「民主的制御」 とを両立

させよ うと改革 に志 向す る理論家 としての、新たなダール像 を打ちだ して いる。本論文は、従

来 の研 究史 を塗 り替 える作業 とな ってお り、 アメ リカ民主主義理論研究 に資す るところ大な る

ものがある。 さ らに後期 をも包括 したダール像 を提示す る ことが期待 され る。

以上 の理 由か ら審査委員会は全員一致 して、本論文 の提 出者は、博士(文 学)の 学位 を授与 さ

れ るに十分 な資格 を有す るものと判断 した。
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